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オペラプラザ岡山創立 10 周年記念 公演
ユニバーサルデザインオペラ

～ 別子銅山 と 伊庭貞剛 ～歌劇 天空の町
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別子銅山 別子銅山　沿革

世界遺産登録への動き

鉱山の発見鉱山の発見

開坑の計画

閉山

住友による開坑

関連の産業遺産
特長

鉱山鉄道

筏津

東平地区

wikipedia より引用 wikipedia より引用

概要

別子銅山は、愛媛県新居浜市の山麓部にあった銅山。1690 年（元禄 3 年）に発見され、翌年から 1973 年（昭和 48 年）までの 282
年間に約 70 万トンの銅を産出し、日本の貿易や近代化に寄与した。一貫して住友家が経営し（閉山時は住友金属鉱山）、関連事業を
興すことで発展を続け、住友が日本を代表する巨大財閥となる礎となった。

最初の採鉱は海抜 1,000 メートル以上の険しい山中（旧別子山村）であったが、
時代と共にその中心は新居浜市側へ移り、それにつれて山の様相も変化していっ
た。坑道は全長 700 キロメートル、また最深部は海抜マイナス 1,000 メートルに
もおよび、日本で人間が到達した最深部である。
皇居前広場の公園内に現存する楠木正成像は、1900 年（明治 33 年）に別子銅
山の銅で献納された。また、1900 年（明治 33 年）の銅山川鉱毒事件など、鉱
毒事件が数回発生した。
閉山後の今は植林事業の成果もあり緑深い自然の山へと戻って、夢の跡のような
産業遺跡がひっそりと佇んでいる状態であるが、近年はそれらの歴史的意義を風
化させないことを目的として活用したマイントピア別子など観光開発が進み、新居
浜市の新たな資源として甦りつつある。また、別子山村の合併により一体的な観光開発にも弾みがついている。

近代産業遺産の宝庫として文化財関係者等からは注目されていたが、そのほとんどが住友グループに属することもあって、活用が進んでい
なかった。こうした近代日本を切り開く礎となった産業開発の歴史さらにはその後の環境の復元という人の営みに着目し、また石見銀山が
2007 年（平成 19 年）6 月 28 日にユネスコの世界遺産（文化遺産）へ登録が決定されたこともあって、別子銅山も世界遺産登録を目指す
動きがある。日本を代表する金銀銅の産地である、新潟県佐渡市（金山）、島根県大田市（銀山）、愛媛県新居浜市（銅山）の 3 市長が集まっ
て「金銀銅サミット」が 2006 年（平成 18 年）5 月開催された。

　大坂屋久左衛門経営の伊予国立川銅山で働いていた切場長兵衛は立川銅山に隣接する足谷山（別子）に銅鉱が連鎖しているのを覚り、
　備中の吉岡鉱山に住友の田向重右衛門 ( たむけじゅうえもん ) を訪ね、見込みを告知した。田向は部下とともに長兵衛を案内人に、大坂　
　屋に気づかれないように天満村から険しい山中を踏み越えて足谷山に入り、大鉱脈が横たわることを確認した。
◯ 1690 年（元禄 3 年）秋 - 田向重右衛門一行が別子銅山を検分。

◯ 1691 年（元禄 4 年）4 月、住友家は開坑を願い出たが、その条件は下記のとおり。
 1. 元禄 4 年 6 月から 9 年 5 月まで満 5 箇年請負
 2. 運上は銅 1000 貫につき 130 貫、代金は銅 100 貫目につき銀 500 目
 3. 炭窯運上は 10 口につき 1 箇年銀 30 枚、ただし毎月上納、
 4. 銅山付近の材木は残らず銅山付、
 5. 奥山大難所の林木で年々枯れ捨てる分は銅山用材として下付 など
　であった。「1」は成績が不良であった場合は請負を辞退することを保留したもので、永代請負となったのは 1702 年（元禄 15 年）3 月である。
　これよりさき同年 1 月、住友友芳は勘定奉行荻原重秀に呼び出され、成績不良で 1698 年（元禄 11 年）に請負を辞退した吉岡鉱山の経
　営を高圧的に命じられた。これは江戸幕府の貨幣政策で丁銅不足に悩んでいたためであり、友芳は交換条件として、下記の要望を提出した。
 1. 別子銅山と吉岡銅山に対して鉱業助成金 10000 両を貸し下げ
 2. 西国筋天領のうちから吉岡別子両従業員食糧用に米 6000 石払い下げ、ただし10 ヶ月延買
 3. 別子銅山永代請負 など

◯ 1973 年（昭和 48 年）3 月 - 筏津坑終掘、閉山。
◯ 1975 年（昭和 50 年）6 月 - 別子銅山記念館開館。
◯ 1977 年（昭和 52 年）2 月 - 住友別子鉱山鉄道廃止。
◯ 1990 年代後半、世界遺産登録を目指す動き始まる。

◯ 1691 年（元禄 4 年）　5 月 - 別子銅山請負稼行認可。閏 8 月1 日 - 採鉱開始。
◯ 1698 年（元禄 11 年） - 明治以前で最高の産銅量を記録。
◯ 1819 年（文政 2 年）- 阿波領吉野川筋で鉱毒問題を引き起こし、阿波藩主の訴願により幕府は検分使を派遣した。
◯ 1865 年（慶応元年）9 月 - 広瀬宰平が別子支配人となる。
◯ 1868 年（明治元年）1 月 - 大政奉還を受けて新政府は土佐藩に別子銅山を含む川之江幕府領の接収を命じた。
　 このとき広瀬宰平は土佐藩の川田小一郎と友好関係を結び住友家の別子経営を維持することに成功した。
◯ 1874 年（明治 7 年）3 月 - フランス人鉱山技師ルイ・ラロック、別子に赴任。
◯ 1875 年（明治 8 年）10 月 - 鉱山目論見書完成、ルイ・ラロック解雇。
◯ 1893 年（明治 26 年）　2 月 - 住友別子鉱山鉄道の下部鉄道が開業。8 月 - 住友別子鉱山鉄道の上部鉄道が開業。
　　　　　　　　　　　   9 月 - 煙害問題発生し、新居浜村長は「稲作被害原因の現地立会調査」を求めた。
◯ 1896 年（明治 29 年）6 月 - 新精錬所の候補地を四阪島に決定。
◯ 1899 年（明治 32 年）8 月 - 台風の集中豪雨により別子大水害が発生。512 人が死亡。
◯ 1900 年（明治 33 年）1 月 - 開坑 200 年を記念し皇居前に楠公銅像献納。
◯ 1902 年（明治 35 年）8 月 - 第三通洞貫通。
◯ 1905 年（明治 38 年）1 月 - 四阪島精錬所本格操業開始したが、本土側で稲の葉が漂白され、被害者側は大阪鉱山監督署に
　　　　　　　　　　　　　　「煙害の防止か、製錬所の廃止か」を要求し、ある時は数千人の農民が抗議した。
◯ 1911 年（明治 44 年）2 月 - 住友別子鉱山鉄道の上部鉄道廃止。
◯ 1915 年（大正 4 年）9 月 - 第四通洞貫通し、全山の坑内水集め、新居浜港内の私設堀割から海中に流す。
◯ 1924 年（大正 13 年）11 月 - 四阪島精錬所に大煙突完成。
◯ 1927 年（昭和 2 年）10 月 - 鷲尾勘解治、最高経営者となる。
◯ 1939 年（昭和 14 年）　6 月 - 新居浜築港完成。12 月 - 四阪島精錬所煙害問題解決。
◯ 1960 年（昭和 35 年）9 月 - 大斜坑の開削着手。
◯ 1968 年（昭和 43 年）3 月 - 東平坑休止、東平撤退。
◯ 1969 年（昭和 44 年）2 月 - 大斜坑完成。

別子銅山は、その種類・時代・地域の多様さ、広さにおいて、貴重な鉱業遺跡群を形成している。
別子銅山から発展してきた新居浜市には、鉱石の採掘から、精錬、関連して発生した化学工業、機械工業など、また工場・鉱業所だけでなく、
社宅など生活の場も含めて、幅広い産業遺構群が現存し、一部は現在も用いられている。
その分布は、赤石山系の山中から、ふもとの端出場、山根地区、さらには海岸部の星越、惣開、新居浜港、さらに新居浜港の沖合いの四阪島（こ
の島のみ新居浜市ではなく、今治市）に至るまで、南北方向に広範囲に分布している。
時代別には、開坑から明治、大正、昭和繁栄と閉山までの時代の変遷を示す一連の遺構が残存する。
別子鉱山を記念するシンボル施設として、新居浜市により端出場地区に「マイントピア別子」が整備されている。ただし、その敷地内に所在
した採鉱本部などの建屋はそのほとんどが取り壊された。

住友別子鉱山鉄道が、石ヶ山丈〜角石原、惣開〜端出場に走っていた。1893 年（明治 26 年）に開業、1952 年（昭和 27 年）に旅客営業廃止、
1977 年（昭和 52 年）に鉱山鉄道としても廃止となった。

筏津坑は赤石山系の南斜面に位置し、1878 年（明治 11 年）に開坑され、最初は弟地坑（おとじこう）と呼ばれていた（弟地は付近の地名）。
一時休止された時期もあったが、別子銅山の一支山として機能を果たしてきた。最初の坑口とは銅山川をはさんだ対岸に 1940 年（昭和 15
年）に筏津新坑口として開坑された坑口は 1973 年（昭和 48 年）の別子銅山閉山まで使われた。新坑口の近辺には、当時、社宅、クラブ、
娯楽場、診療所、小売商店などが軒を連ね殷賑を極めていたが、閉山とともに人は去り静かな山に戻った。

東平（とうなる）地区は、1916 年（大正 5 年）から1930 年（昭和 5 年）まで別子銅山採鉱本部が置かれていた。このような山中に、か
つて多くの人が鉱業に従事し、その家族共々生活し、小中学校まであった「街」があったのかと信じられないように現在は山中に静まり返っ
ているが、閉鎖された坑道や鉱物輸送用の鉄道跡などが残っている。付近は再整備され、歴史資科館や、保安本部跡を利用したマイン工房、
花木園、高山植物園、子供広場などがある。また東平小学校、中学校の跡地には銅山の里自然の家がある。

『東洋のマチュピチュ』と新聞に取り上げられ [6]、観光会社がツアーを企画するなど人気を集めつつある。

べ っ し ど う ざ ん

戦前の別子銅山
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伊庭貞剛 石多エドワード NPO 法人 東京オペラ協会　代表（1847 年 2 月 19 日 － 1926 年 10 月 22 日）

伊庭 貞剛は、近江国出身の明治時代の実業家、第二代住友総理事である。
「別子銅山中興の祖」と言われ、「東の足尾、西の別子」と言われた、住友新居浜精錬所の
煙害問題の解決にあたった。植林など環境復元にも心血を注ぎ、企業の社会的責任の先駆
者とも言われている。近江源氏佐々木氏支流伊庭氏の一族。

い ば  て い ご う い し だ

伊庭貞剛（『幽翁』より）

生涯
誕生

官吏として

住友に入社

1947 年 9 月 21 日 大阪市に生まれる

1965 年 3 月  大阪府立高津高校卒業

1996 年 4 月  武蔵野音楽大学声楽科に入学

1970 年 3 月  武蔵野音楽大学声楽科卒業

1976 年 7 月   「東京オペラ協会」の前身、「グループ潮」第 1 回公演

◎荒川区、豊島区、新宿区等で市民参加型のオペラ公演を全国に先がけて上演

◎欧州の古典作品を現代の視点から再構成した公演を続ける

◎「国際交流はオペラで !」と考え、日本から世界向けのオペラを創作・公演

◎現在、国際交流オペラやユニバーサルデザインオペラを全国で展開している

別子銅山問題への処置

総領事へ

総領事引退

1847 年（弘化 4 年）、近江国蒲生郡西宿村（現・滋賀県近江八幡市）に伯太藩代官伊庭正
人の長男として、母、北脇田鶴子の実家で生まれ、7 歳まで母方の実家で育つ。幼名は耕之助。
八幡町の児島一郎に剣道を、西川吉輔に国学を学んだ。

1868 年（明治元年）に朝廷に呼ばれた吉輔の後を追って上洛、京都御所禁衛隊に所属した。
翌年には京都御留守刑法官少監察となり、さらに同年行政改革で新設された弾正台巡察局京
都支部に異動する。この時期に大村益次郎暗殺事件が起こり、貞剛は上司の指示により暗殺
犯の処刑中止に関わる。この件で同僚と共に東京に召還されるも権大巡察に昇任して長崎出張所に派遣される。 明治 5 年に昇進して司法
少検事になり、翌 6 年函館裁判所に転勤する。その後副判事に昇任するも、帰京を願い、司法卿大木喬任に直訴し、明治 9 年に大阪上
等裁判所に転勤を命じられる。

明治 11 年、33 歳の大阪上裁在任中、官界に失望して辞職、訪ねた叔父・広瀬宰平（住友総領事）の勧めにより1879 年（明治 12 年）に
住友に入社。3 ヵ月後に本店支配人となった後も住友家から才覚を高く買われ、さまざまな役職を経験。
1880 年に五代友厚、山本達雄らとともに私立大阪商業講習所を設置した。同所は後に府立商業学校（現、大阪市立大学）となった。
多数の公職に請われて就いたほか、大阪紡績株式会社（のちの東洋紡）の設立にも参画、役員となった。このほか、大阪商船の設立など
にも参画した。
この頃、知人である堺の指吸家の子息が天龍寺で出家した縁で同派の雲水が自宅に立ち寄るようになり、由利滴水・橋本昌禎・高木台岳ら
と知り合い、参禅につとめる。
1890 年（明治 23 年）、衆議院議員に滋賀県代表として初めて当選（滋賀第 3 選挙区）するも、住友友親、住友友忠の相次ぐ急死により、
公職を全て辞して住友家の家督相続に奮闘し、徳大寺家より住友友純（西園寺公望の弟）を妹婿に迎えて 15 代を継がせた。

父はフィリピンで出生した日本人、母はスペイン系フィリピン人。

在学中、体操部部長、自治会会長。高校時代は社会を良くしようと政治活動に入りかけるが挫折。
世界を変えるにはまず自らを鍛え直そうと決意し、世界の古典文学、古典美術、古典音楽を吸収す
ることに全力をかける。
とりあえず哲学者になることを志望していたが、ベートーベンの後期弦楽四重奏に深く魅せられ、
作曲家になるべく音大を目指す。

歌と作曲の勉強を同時に始める。
しかし入学後、当時の音楽界の実態に違和感を感じ、新しい音楽活動を模索し始める。

在学中、作曲を平井康三郎他に師事。卒業後、日本フーゴー・ヴォルフ協会の同人としてドイツ歌曲を中心とした演奏活動を始めるが、社
会性に限界を感じ退会、オペラ界に飛び込みオペラ活動を始める。

以降、現在まで東京オペラ協会代表・芸術監督として下記の創作活動をしながら、東京オペラ協会の姉妹団体として生まれたオペラプラザ
長崎、オペラプラザ福岡、オペラプラザ愛媛、オペラプラザ岡山、オペラプラザ関西、オペラプラザ東京の芸術監督も務める。

全国各地にも紹介していく。現在、それが当会の主軸の一つであるユニバーサルデザインオペラの基礎となる。

○ビゼーの「カルメン」を東京山谷の夢物語に、またダンスオペラに。
○モーツァルトの「魔笛」を「魔法の笛と鈴」とミュージカル化し日本各地で 160 回以上の公演。
○モーツァルトの「フィガロの結婚」を歌舞伎オペラにして、やはり日本各地で 122 回の公演。
○ベートーベンの第九交響曲、バッハのマタイ受難曲のオペラ版を日本ではじめて上演。

○オペラ「忘れられた少年ー天正遣欧少年使節」
 （柴田南雄作曲、石多エドワード台本）公演回数 137 回。
○日中合作歌劇「蓬莱の国ー徐福伝説」
 （呂遠と共同作曲、遊仙三郎の筆名で台本）公演回数 34 回。
○日比合作オペラ「高山右近」
 （マヌエル・マランバと共同作曲、永久村次郎の筆名で台本）公演回数 37 回。
○日本ースペイン合作オペラ「ザビエル」（イニゴ・サラシバール・カサリ作曲、
 加賀乙彦原作、石多エドワード台本）公演回数 3 回。

◎またオペラ歌手としてもモーツァルトを特に愛し、
　　「フィガロの結婚」のフィガロとコンテ、
　　「ドン・ジョバンニ」のドン・ジョバンニとレポレッロ、
　　「コジ・ファン・トゥッテ」のドン・アルフォンゾ、
　　「魔笛」のパパゲーノとザラストロ等を数多く主演する。
◎石多エドワードのオリジナルの曲を中心に日本各地で 42 回のリサイタルを開催。
◎ 1979 年〜 1999 年 帝京大学において教鞭をとる。
　　「音楽」「音楽教育法」「現代芸術論」「現代アメリカ芸術論」「音楽実技」等を担当。
◎歌は素朴なもののほどいいと感じ、石多エドワード歌曲集「こんなに空が青い」を
　　　2000 年 10 月再版。この歌集の中で、楽譜を二人で楽しく読めるようになる道も開く。
　　　2012 年に楽譜集 歌劇「天空の町」発刊。2016 年 オペラエッセイ集発刊。
◎歌劇「天空の町」〜別子銅山と伊庭貞剛〜　を愛媛県新居浜市実行委員会の委嘱により創作。
　　　2012 年から 23 回の公演。

明治 20 年代半ばから深刻さを増し、農民の県庁への直訴騒動が起こっていた煙害問題、及び、別子銅山を舞台とする住友内部の権力闘
争を解決するため、1894 年（明治 27 年）に新居浜に赴き、四阪島への精錬所移転を計画。当時、四阪島は大島や弓削島の島民の所有
地であったが、住友が動いていると悟られぬよう、腹心の社員に命じて伊庭の個人名義で買い取り、精錬所を移転させた。
また、銅山の開発により荒れるがままになっていた西赤石山系の山々に「別子全山を旧のあおあおとした姿にしてこれを大自然にかえさねば
ならない」として植林を施すなど、環境復元にも心血を注いだ（別子大水害も参照）。それらの山林を管理するため後の住友林業を設立した。
足尾銅山の鉱害を追及していた田中正造も、伊庭の一連の行動を評価し、別子銅山を「我が国銅山の模範」と評した。

1895 年（明治 28 年）に大阪と別子から集まりやすいよう尾道市で、住友の重役会議である会議（「尾道会議」）の議長（総理事は広瀬宰
平の辞職により空席となっていた）を務め、合議制とするなど経営の近代化を推進、この時住友銀行の創設が決まった（広瀬は銀行業を好
まなかったと伝えられる）。
1897 年（明治 30 年）1 月、総理事心得に昇任、1899 年（明治 32 年）に四阪島工事着手を見届けたのち新居浜を離任。この時の句が「五ヶ
年の跡 見返れば 雪の山」。
1900 年（明治 33 年）、総理事へ昇任。

1904 年（明治 37 年）、58 歳の時に『実業之日本』誌に「少壮と老成」と題して勇退を説き（「事業の進歩発展に最も害するものは、青年
の過失ではなくして、老人の跋扈である」が有名）、総理事職を鈴木馬左也に譲って引退（ただし家長の友純の説得により住友家関係の顧
問等は続けた）。
引退後は、かねてより用意していた滋賀県石山（大津市）の別荘、活機園に住まう。大正 5 年には母親のために滋賀県で初めて自動車を購
入し、遊山する。
1926 年（大正 15 年）10 月 22 日、石山の活機園にて没す。享年 80。滋賀県近江八幡市の伊庭氏一族の墓地に眠る。
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